
1.島田叡さんを偲ぶ

2.長唄

3.ピアノとソプラノの演奏

＜講演＞ 新居 大典

＜笛＞

＜三味線＞

＜長唄＞ 東音松浦 麻矢

杵屋 見佳

松浦 凛

福原 一笛

～故島田叡沖縄県知事の
 遺徳を讃える創作長唄～

～幕間～

須磨寺小池弘三貫主によるお話

・月桃（げっとう） 
・献奏曲「憶（おもい）」
 ～島田叡氏を讃えて～

＜ピアノ＞

＜ソプラノ＞

金子 浩三

金子 利香
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